
■なし　□あり

登録番号 プロトコール名

C43-007A 悪性黒色腫イピリムマブ療法

診療科 腫瘍内科 1クールの日数 21日

審査日 2015年　10月　26日 所要時間 35分 適応外使用

適応病名 悪性黒色腫 放射線療法 ■なし　□あり

実施部署 ■外来、■病棟、□その他(　　　　　　　　　　　　　　)

適応分類 □初発、■進行・再発、□術後補助、□術前補助、□その他(　　　　　　　　　　　　　）

番号 抗がん薬名 1日投与量 投与法 投与日(d1、d8等)

2

1 イピリムマブ（ヤーボイ） 3mg/kg d.i.v d1

4

3

6

5

8
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プロトコールに関する解説

プロトコールに関する解説はありません。

エビデンス
レベル

■治療　(エビデンスレベル　□１　　■２　　□３　　□４　　□５　　□６　　)

ガイドライン
文献名

N Engl J Med. 2010 Aug 19;363(8):711-23. doi: 10.1056/NEJMoa1003466. Epub 2010 Jun 5.

その他
(減量・増量
規定、プロト
コールに関す
る補足説明
など)

G2の副作用（皮膚障害、内分泌障害をのぞく）、G３の皮膚障害、症候性の内分泌障害はG１に
なるまで投与延期。G３の副作用、局所的な免疫抑制療法が有効でないG２以上の眼障害、G４
の皮膚障害は投与中止
臨床試験においてイピリムマブの投与に関連した死亡例も報告されており、処方医登録制とさ
れている。使用に当たっては注意が必要。

4コース目まで投与可。
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投与日 薬品名（※赤字は抗がん薬） 投与経路 投与時間

day1 ① 生食50mL(プライミング用) 点滴静注 -
② ヤーボイ 3mg/kg + 生食50mL 点滴静注 30分

0.2～1.2μmのインラインフィルターを用いて投与
③ 生食50mL(フラッシュ用) 点滴静注 5分

プロトコール
適応時
表示コメント

照射併用時
照射線量

4コース目まで投与可。
イピリムマブは1～4mg/mLとなるよう希釈する。

がん化学療法処方

プロトコール名 1クールの日数

21日悪性黒色腫イピリムマブ療法
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